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スヌーズレン器材バブルチューブのモニター調査に関する研究 










































図１ 朝霞キャンパスで KOEDO 会研究会（2015 年） 
初顔合わせ（研究開発のテーマを提案） 
 
図２ 特総研スヌーズレンルーム見学会（2015 年） 
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図４ 朝霞キャンパス朝華祭出展（2015 年） 
テーマ：和のスヌーズレン 
 
図５ 初の外部評価（2015 年） 
沖縄発達支援センター・ぎんばるの海 
 
図６ 東京ビッグサイト出展（2016 年） 
イノベーションジャパン 2016 大学見本市 
 
図７ 新型バブルチューブの開発（2016 年） 
特別支援学校での評価 
 
図８ 彩の国ビジネスアリーナ出展（2016 年） 
 
図９ 放課後デイサービスでの評価（2016 年） 
 
図 10 福祉作業所での評価（2017 年） 
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・光源：LED ランプ リモコン付き 
・エアーポンプ：(W)19.0×(D)17.4×(H)19.0mm 
















①社会福祉法人 三央会 障害者支援施設 凛生園 
 三重県松阪市飯南町粥見 1249－1 
  評価期間：2017 年 7 月 23 日～10 月 28 日（3 ヶ月間） 
②スヌーズレン実践研修センター 
 （常葉大学 姉崎 弘 教授） 
 静岡県榛原郡吉田町神戸 722－10 
 評価期間：2017 年 10 月 28 日～2018 年 2 月 2 日（3
ヶ月間） 
③朝霞市社会福祉協議会 あさか福祉作業所 
 埼玉県朝霞市上内間木 493－9 




①社会福祉法人 三央会 障害者支援施設 凛生園  
























ただ、評価中 24 時間約 3 ヶ月可動した状態では、水垢
がチューブの内側に付着し、水の濁りが感じられました。 
・実際の利用に伴う評価について 
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図 13 入所者さんの利用状況 
・まとめ 
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図 14 スヌーズレン実践研修センターでの評価 
 
③朝霞市社会福祉協議会 あさか福祉作業所 
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H さん I t・ヒーリングミュージックをスマホでかけると、こことよさそうにウトウトし始める。30分-40分程ぐっすり寝入る。
慣れてきて•他利用者と一緒に部屋に入っても、リラックスして過ごせるようになる。複数人でいても談笑したり穏やか。 情動の降下がない。
・バブルチューブの光を見ながらマット上に横になる。緊張が取れ脱力している。























---導入 •スヌーレン部屋内の街・ 境目にして人の個室コーナーカ設置 ている力-、諏 はく関心示してい,;:.かった•-----
Y さん 慣れてきてl:~閃iば閃ぎ苔望各t笠ば忍t~:~召~:;~各竺rrii唸墾臼1X;~,::~~=わ:↑：：りそ：室内で過tごしている。
無音よりもバブルや水の音などが聞こえている方が安心感や心地良さがあるのかもしれない。
導入 1=~'1'!元誓i習ふ疇麟訊砂：：加這如匹虚江贔。゚
としては静かな場所にあるベットを覚えてことで急に行動範囲が広くなった。
慣れてきて
・スヌーズレン部屋内で居合わせた他利用者に対して頭を叩いたりすることが出てきた。徐々に行為がエスカレートしつつある。
遊びやからかい気分もあるかもしれないが｀ 職員の注目を得たい為に起こしている行動なのではないかと推渭している。
・バブルチューブの近くには余り行かない。少し離れた位がちょうど良いのか。それ以外の関心事が優位なのかは分からない。
〇さん
